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ＩＣＴを活用した分かる授業の展開を目指して
－高等学校等教育実践研究会｢ＩＴ部会｣の教材の活用－

社会の情報化が急速に進展する中で，情報

教育や効果的な教科指導を目指したＩＣＴ

(情報通信技術)の利活用等を推進することは，

本県においても重要な課題となっている。

この課題に対する施策の一つとして，平成

15年度から高等学校等教育実践研究会「ＩＴ

部会」を設置し，各教科等で，ＩＣＴを活用

した「分かる授業」を行うための学習指導案

や教材などの開発及び実践的研究に取り組ん

でいる。

そこで，本稿では，「ＩＴ部会」において

開発した教材を用いた具体的な実践事例を紹

介するとともに，高等学校等におけるＩＣＴ

を活用した「分かる授業」の展開と情報活用

能力の育成について述べる。

１ ＩＣＴ活用による「分かる授業」の展開

(1) ＩＣＴを活用した授業

「ＩＣＴを活用した授業」とは，コン

ピュータ，プロジェクタ，デジタルカメ

ラ，実物投影機，ビデオ，インターネッ

ト，デジタルコンテンツなどを活用した

授業である。

教科指導においては，単に知識や技術

の習得だけでなく，学ぶ意欲や判断力，

表現力，問題解決能力などを含めた学力の

育成が求められている。目標達成には「分

かる授業」が不可欠であり，情報化時代に

あっては，そこに情報教育の視点を取り入

れることが重要となってくる。

そこで，教科学習でコンピュータやイ

ンターネットなどを積極的に活用すれば，

生徒の学習活動は広がりや奥行きを増し，

授業の質的な改善が図られ，「分かる授

業」の実現につながるものと考えられる。

(2) 「分かる授業」の展開例

授業は，学習の理解を深め，その定着を

図りながら教科目標を達成することを目的

とする。ＩＣＴは，特に学習の理解を深め

る上で効果的である。

具体的に授業の場でＩＣＴをより効果的

に活用するためには，次の五つのポイント

がある。

(ｱ) 興味・関心を持たせて学習意欲を

高める。

(ｲ) 黒板ではできない提示により説明

する。

(ｳ) 課題を提示して考えさせる。

(ｴ) 知識を広げ，発展させる。

(ｵ) 体験学習で考察を深めさせる｡
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また，授業を展開するに当たっては，生

徒の興味・関心，教材教具・単元の特徴，

学習の効果などを十分に検討する必要があ

る。

そこで，ＩＣＴ活用による「分かる授

業」の展開例を表１に示す。

表１ 「分かる授業」の展開例
過程 教師の指導 生徒の反応とＩＣＴ活用の視点

・ 注意を喚起 ・ ＩＣＴやソフトウェアによ

導 する。 り，画像や音声を利用する。

・ 学習目標を 「何故，そうなるのか。」

入 周知する。 ※ ＩＣＴやソフトウェアに

より学習目標を提示する(視

点１）。

・ 学習内容を ・ ｢どのようにすれば結果が

展 提示する。 出るのか。」

・ フィードバ ・ ＩＣＴ活用により，｢こう

ックする。 すればうまくいく｡｣

※ ＩＣＴ活用により体験的

開 に学習内容等をイメージさ

せる（視点２）｡

・ 学習成果を ・ ＩＣＴ活用による効果

評価する。 ｢やってよかった。｣

終 ｢たどりついたか。」

・ 「学習内容をどの程度理解

末 したか。」の自己評価の実施

※ ＩＣＴ活用による効果を

確認する（視点３）。

このように，視点を明確にしたＩＣＴ活

用によって，生徒の学習内容の理解と考察

が深まり，基礎・基本の確実な定着や思考

力，判断力，表現力の育成などの教育効果

を発揮することができる。

その詳細については，指導資料（情報教

育第103号 平成18年５月刊行）を参照し

ていただきたい。

２ 高等学校等教育実践研究会「ＩＴ部会」

の教材の活用

この部会で開発された学習指導案や教

材などは，多くの教員がＩＣＴを活用し

た効果的な授業の工夫改善に活用できる

よう，当センターのＷebページ上でデジ

タルコンテンツとして提供している。

これらのデジタルコンテンツは，教科等

ごとに分類され，ＰＤＦ形式で参照したり，

ファイルをダウンロードしたりすることが

できる(表２)。

表２ 学習指導案や教材などの概要

授業展開の過程のどのような場

面で，どのようなねらいをもち，

学習指導案 どのような方法で，ＩＣＴを活用

すれば効果的かが分かる。

各学校でアレンジして活用でき

る。

授業で実際に用いたワークシー

ワークシート
トである。

そのまま活用することもでき

る。

ＩＣＴを授業で効果的に活用し

教 材 た教材である。

そのまま活用することもでき

る。

授業で活用できる画像等のリン

リンク情報 ク情報である。

効果的に活用例を検索できる。

国語，地理歴史，公民，数学，

理科，保健体育，音楽，美術，書

教 科 等 名 道，外国語，家庭，情報，農業，

工業，商業，水産，看護，福祉，

特別支援教育に関する内容

本稿では，高等学校の「数学Ⅰ」におい

て，グラフ作成用ソフトウェア(フリーソ

フト，｢GRAPES｣)を活用した実践事例を紹

介する。

【グラフ作成ソフトウェア「GRAPES」がダウン

ロードできるＵＲＬ】

http://www.osaka-kyoiku.ac.jp/~tomodak/
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３ 実践事例（教科・科目名：数学・「数学Ⅰ」)

○ 単 元 名： 「２次不等式」

○ 学 年： 第１学年

○ 単元目標： ２次関数のグラフとχ軸との交点の関係を認識させ，条件に合った部分を

確認し，χの範囲を導き出せるようにする。

過程 時 間 学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点
(視点１～３は表１に対応)

・ ２次関数のグラフとχ軸との関
係について復習する。

導 視点１

５ 分

入

・ 前時の学習内容が理解できてい
るか確認し，本時の内容に興味を
もたせる。【興味・関心・態度】

・ 不等式の表す範囲を知る。
・ χ2

＋６χ＋５≧０を求める。
展 ・ ２次方程式ａχ

2
＋ｂχ＋ｃ＝０

の２解をα,βとするとき，２次不 視点２
等式 ａχ

2
＋ｂχ＋ｃ≧ 0 の解

を求める。

４０分

・ 座標平面上における不等式の表
す範囲を考えさせる。

開 【数学的な見方や考え方】
・ ２次不等式の範囲について的確
に表現させる。 【表現・処理】

・ ２次不等式の性質について理解
・ 数題の演習問題に取り組む。 させる。 【知識・理解】
・ ２次不等式の解き方について確

終 ５ 分 認する。
末 ・ プリントで問題の変化とグラフ 視点３

の変化を手作業でも確認する。

※ はグラフ作成ソフト「GRAPES」の活用場面である。

(薩南工業高等学校 溜 優二郎教諭の実践から)

実践後の感想

・ 正確なグラフを簡単に短時間で数多く描けるので，学習内容に対する関心・意欲を高

めることができた。

・ 数学が好きな理由として，「正確な値が出るから。」という生徒たちの声がしばしば聞

かれる。しかし，グラフを描くという作業において，その正確さは定規等の教具を用い

ては表すことは難しい。グラフ作成ソフトを活用することにより，２次不等式について

理解し，的確に表現できると考えられる。

２次関数のグラフとχ

軸との関係をアニメー

ションで復習させ，学

習目標を提示する。

ｙ≧０が示す範囲をイ

メージさせる。

座標平面上における不

等式の表す範囲をイメ

ージさせる。

ＩＣＴ活用による効果を

確認する。



- 4 -

４ 情報活用能力の育成を図るために

平成18年８月に，｢初等中等教育におけ

る教育の情報化に関する検討会｣は，「情報

化の進展等に対応した教育の情報化の今後

の在り方について」の報告を行った。

その中で，教員がＩＣＴを活用していく

際，｢情報活用能力の育成」の視点を明確

にし，授業を展開していくことが大切であ

ることから，情報化に対応した｢情報活用

能力」の具体的な内容及び各学年や各教科

の情報教育に係る学習活動の展開例が示さ

れた(図１)。

図１ 高等学校の学習活動の具体的展開
(図をクリックすると拡大されます)

前ページで示した実践事例は，この内容

が含まれた授業展開である。グラフ作成ソ

フトウェアの活用により関数のグラフを描

画することで，関数の性質を視覚的に考え

ることができ，生徒の学習内容の理解と考

察を深め，教育効果を発揮することにつな

がる。

また，生徒が情報を適切に収集，判断，

処理し，新たな情報を創造し，表現できる

ための指導を行うことで，生徒は自らの課

題を解決するために，情報手段を主体的に

選択し活用することができると考える。

そこで，高等学校等教育実践研究会「Ｉ

Ｔ部会｣のＩＣＴを活用した｢分かる授業」

に向けた取組により，情報活用能力の育成

を図っていただきたい。

これまで，ＩＣＴを活用した「分かる授

業」の展開について述べてきた。

インターネット上には，効果的な学習教材

等の様々な教育情報がある。こうした学習教

材を活用し，授業の工夫改善を図り，「分か

る授業」を進め，情報教育を推進していくこ

とも必要である。

しかし，多くの教育情報から必要なものを

選択し，教材を作成するには多くの時間を要

する。

そこで，この対応策として，「ＩＴ部会」

で作成した学習教材を活用したり，参考にし

たりして，生徒の興味や関心を高めながら，

学ぶ楽しさを実感できる主体的な学習の展開

を図っていただきたい。

また，｢確かな学力」の向上及び情報活用

能力の育成に向け，情報教育を一層推進して

いくことを期待している。

なお，平成18年度までの「ＩＴ部会」で開

発した学習指導案・教材などは，当センター

Ｗebページ上で公開しているので積極的に活

用していただきたい。

【高等学校等教育実践研究会「ＩＴ部会」のＵＲＬ】

http://www.edu.pref.kagoshima.jp/it-kou/
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